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男
性
が
ト
ン
ガ
と
呼
ば
れ
る
道

具
で
２
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
深
さ

約　

セ
ン
チ
の
穴
を
掘
り
、
女

３０
性
と
中
学
生
が
丁
寧
に
苗
木
を

植
え
て
い
っ
た
。

　

苗
木
を
植
え
た
後
に
、
そ
の

周
り
を
踏
み
固
め
る
と
苗
木
が

斜
め
に
な
っ
た
り
と
最
初
は
苦

労
し
て
い
た
が
、
徐
々
に
慣
れ

て
上
手
に
植
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
た
。

　

山
の
寺
キ
ャ
ン
プ
場
で
行
わ

欲
し
い
と
激
励
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
勝
利

を
目
指
し
日
々
努
力
す
る
も
の
。

努
力
す
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る

も
の
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
。

支
え
て
下
さ
る
指
導
者
、
保
護

者
に
感
謝
し
悔
い
の
な
い
１
年

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。」
と

い
う
小
中
学
校
の
校
長
先
生
方

の
願
い
に
も
本
部
長
と
同
様
の

思
い
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
約
３

０
０
人
の
団
員
数
を
誇
り
、
町

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
支
え
て
い

る
活
動
で
す
。「
夢
や
目
標
を

持
っ
て
欲
し
い
。
嫌
々
な
が
ら

で
は
長
続
き
も
上
達
も
し
な
い
。

や
り
遂
げ
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
お
い
て
自
信
に
な
る
。」

と
い
う
光
沢
教
育
長
の
お
話
し

を
、
団
員
は
胸
に
刻
ん
だ
こ
と

で
し
ょ
う
。
爽
や
か
な
挨
拶
と

感
謝
の
心
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
。
そ
し
て
、
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
く
磨
か
れ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
。
未
来
を
託
す
子
ど
も

た
ち
が
生
き
生
き
と
躍
動
す
る

姿
こ
そ
、
町
の
活
力
を
生
み
出

す
の
で
す
。
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「
働
く
」
と
言
う

言
葉
を
辞
書
で
引

く
と
、「
仕
事
を
す

る
。労
働
を
す
る
。

生
計
を
維
持
す
る

た
め
に
、
一
定
の

職
に
就
く
等
」
が
書

い
て
あ
り
ま
す
。

現
代
に
お
い
て

「
働
く
」
と
言
う
と
、
一
般
的
に

は
生
活
の
た
め
に
お
金
を
稼
ぐ

こ
と
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
▼
一
説
で
は
「
働
く
」
の

由
来
は 
傍 
を
楽
に
す
る
と
言
う

は
た

言
葉
か
ら
来
て
い
る
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

傍
の
も
の
を
、
す
な
わ
ち
身
近

な
人
々
を
楽
に
す
る
事
と
解
釈

で
き
ま
す
▼
最
近
で
は
、
長
時

間
労
働
で
働
か
さ
れ
て
も
満
足

す
る
給
料
が
得
ら
れ
な
い
、
い

わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
言
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
生

活
す
る
た
め
に
働
く
の
で
は
な

く
労
働
の
た
め
に
生
活
し
て
い

る
、
そ
ん
な
感
覚
を
持
ち
ま
す

▼
今
の
時
代
、
働
く
こ
と
の
存

在
意
義
を
な
か
な
か
見
出
せ
な

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

傍
を
楽
に
す
る
と
言
う
考
え
を

持
っ
て
い
る
と
、
目
的
を
見
失
っ

た
時
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
教

え
て
く
れ
る
気
が
し
ま
す
。
身

近
な
人
々
を
楽
に
す
る
こ
と
は

何
か
と
考
え
、
そ
れ
に
対
し
て

自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
考
え

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
▼
多
く
の
成
功
者
と
呼
ば

れ
る
人
を
見
る
と
、
少
な
か
ら

ず
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
成
功
す
る
の
だ
と
思
い

ま
す
▼
人
は
常
に
関
わ
り
の
中

に
い
ま
す
。
一
人
で
行
う
仕
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
が
傍
を
楽

に
す
る
と
言
う
考
え
方
を
持
て

れ
ば
、
現
代
の
働
く
環
境
も
変

え
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　①

　

3
年
前
に
上
田
市
の
短
期
大

学
校
を
卒
業
し
て
、
現
在
は
飯

島
町
に
あ
る
企
業
で
技
術
者
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。
仕
事
で

は
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
事
や
海
外

出
張
等
が
あ
り
大
変
で
す
が
、

先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
り
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
去
年
か
ら
高
森
町
消

防
団
に
入
団
し
て
様
々
な
活
動

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
火
事

や
災
害
時
に
は
し
っ
か
り
活
動

が
出
来
る
よ
う
、
訓
練
に
参
加

し
高
森
町
を
支
え
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。後澤

雄
希
（
大
島
山
）

　

４
月　

日
、
町
の
植
樹
祭
が

２２

山
の
寺
キ
ャ
ン
プ
場
北
側
の
町

有
林
で
行
わ
れ
た
。
高
森
中
学

校
の
１
年
生
１
４
２
人
を
は
じ

め
、
町
内
各
種
団
体
関
係
者
や

一
般
者
ら
約
３
０
０
人
が
参
加

し
、ア
カ
マ
ツ
林
約
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
２
５
０
０

本
を
植
え
た
。

　

こ
の
植
樹
祭
は
約
三
十
年
前

か
ら
毎
年
行
わ
れ
る
春
の
恒
例

行
事
と
な
っ
て
お
り
、
大
人
の

　

４
月　

日
（
土
）、

２６

高
森
町
民
体
育
館
で

平
成　

年
度
高
森
町

２６

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結

団
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
帯
刀
高
森

本
部
長
か
ら
「
今
日

は
今
年
１
年
の
頑
張

り
を
確
認
す
る
日
だ
」

と
い
う
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。
た
だ
強

け
れ
ば
よ
い
の
で
は

な
く
、
仲
間
や
家
族
・

　

大
正
時
代
、
日
本

の
総
人
口
は
５
千
万

人
程
だ
っ
た
。
第
２

次
大
戦
後
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
か
ら
高
度
経

済
成
長
期
は
、
年
あ

い
う
も
の
だ
。

　

人
口
の
自
然
減
少
に
加
え
住

民
の
流
出
を
勘
案
、
過
疎
地
を

中
心
と
し
て
２
０
４
０
年
に
人

口
が
１
万
人
未
満
の
５
２
３
市

町
村
が
将
来
消
滅
す
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

５
月　

日
に
阿
部
知
事
や
県

１２

幹
部
と
市
町
村
長
が
少
子
化
対

策
を
テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換

会
で
も
、
こ
の
件
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
市
町
村
か
ら
子
ど
も
の

医
療
費
の
補
助
増
を
求
め
る
声

１
億
２
千
６
百　

万
人
と
な
り

３０

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。こ
こ
数
年
、

日
本
の
総
人
口
は
年
あ
た
り
お

よ
そ　

万
人
ず
つ
減
少
し
て
い

２０

る
。

　

有
識
者
ら
で
作
る「
日
本
創
成

発
表
し
た
。

　

「
２
０
４
０
年
、　

歳
か
ら

２０

　

歳
を
迎
え
る
女
性
が
、
現
在

３９の
半
数
以
下
と
な
る
自
治
体
は

８
９
６
市
町
村
と
な
り
、
人
口

が
１
万
人
未
満
の
場
合
自
治
体

の
運
営
が
難
し
く
な
る
。」
と

２
０
４
０
年

　

〜　

歳
の
女
性
半
減
自
治
体
５
割
に 

２０

３９

た
り　

万
人
か
ら
百
万
人
規
模

８０

で
増
え
続
け
、　

年
後
の
１
９

５０

６
８
年
に
２
倍
の
１
億
人
を
超

え
た
が
、
団
塊
世
代
が
出
産
期

を
過
ぎ
た　

年
代
に
前
年
比
人

７０

口
増
加
率
は
鈍
化
し
１
％
以
下

に
、
２
０
０
０
年
か
ら
は
０
％

を
も
下
回
り
、
人
口
の
増
加
は

停
滞
し
た
。

　

総
人
口
は
２
０
０
５
年
に
１

憶
２
千
６
百　

万
人
、　

年
に

２０

１０

作業にはげむ中学生

施
設
に
感
謝
で
き
る
人
に
な
れ

る
よ
う
、
一
生
懸
命
活
動
し
て

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

指導員の皆さんの紹介

れ
た
開
会
式
で
は
、
中
学
生
２

人
が
作
文
発
表
。「
高
森
か
ら
緑

を
増
や
す
た
め
に
、
１
本
１
本

大
切
に
植
え
た
い
」と
語
っ
た
。

ま
た
熊
谷
町
長
は
、
災
害
の
な

い
山
に
し
て
い
く
に
は
計
画
的

な
整
備
が
必
要
だ
と
し
「
こ
の

植
樹
祭
も
大
事
な
森
林
整
備
の

１
つ
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
今

日
植
え
た
苗
木
の
成
長
を
見
に

来
て
欲
し
い
」
と
話
し
た
。

　

今
回
植
樹
し
た
苗
木
は
、
下

刈
り
・
除
伐
・
間
伐
な
ど
の
整

備
し
て
い
き
、　

年
〜　

年
後

４０

５０

に
木
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
予

定
だ
。

が
相
次
ぎ
上
が
っ
た
よ
う
だ
が
、

知
事
は
「
県
が
負
担
す
る
こ
と

で
県
全
体
の
子
育
て
が
充
実
す

る
か
は
疑
問
。
県
内
の
医
療
費

補
助
は
手
厚
い
。
県
外
の
人
た

ち
に
子
育
て
を
し
っ
か
り
行
え

る
県
だ
と
打

ち
出
し
て
い

き
た
い
」
と

し
た
。
県
は

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
市
町
村
と

協
力
し
て
行
う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
す
る
方
針
だ
。

　

前
記
若
年
女
性
の
減
少
は
、

高
森
町
で
は
３
割
弱
だ
が
、
全

町
人
口
は
１
万
２
千
人
を
割
っ

て
お
り
楽
観
視
は
で
き
な
い
。

　
　

年
後
は
、
今
産
ま
れ
て
い

２６
る
子
ど
も
た
ち
が
出
産
期
と
な

る
。
子
育
て
支
援
・
住
環
境
整

備
・
転
入
住
民
の
受
け
入
れ
・

進
学
先
や
職
場
の
確
保
な
ど
、

若
い
世
代
を
繋
ぎ
と
め
る
手
立

て
が
急
務
だ
。

会
議
」の
分

科
会
が
今
年

５
月
８
日
、

次
の
試
算
を

飯田下伊那と飯島町中川村の将来人口

20～39歳女性
人口変化率2040年2010年2040年2010年

市区町村
（2010→2040）20-39歳女性20-39歳女性総人口総人口

－26.9%1,0321,41111,81113,216高森町

－43.9%6,24311,12274,577105,335飯田市

－48.6%6551,2769,47713,676松川町

－36.9%3906184,8536,692喬木村

－50.5%3016094,7086,819豊丘村

－61.7%22584371,160大鹿村

－36.2%2433803,0655,455阿南町

－52.2%3086454,3717,036阿智村

－40.6%2949427563平谷村

－65.9%22645141,129根羽村

－8.6%3934303,7934,200下條村

－35.7%2640420656売木村

－72.3%20745321,657天龍村

－38.0%931501,1501,910泰阜村

－67.8%3089585,6979,902飯島町

－43.9%2434333,5055,074中川村
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高
森
中
学
校
長庄

田

秀

俊 
 
さ
ん

　

こ
の
４
月
に
高
森
中
学
校
の

校
長
先
生
と
し
て
着
任
さ
れ
た
、

庄
田
秀
俊
先
生
を
お
訪
ね
し
ま

し
た
。
校
長
室
の
棚
に
置
か
れ

た
立
派
な
胡
蝶
蘭
。
お
聞
き
す

る
と
、
以
前
５
年
ほ
ど
当
校
に

勤
務
さ
れ
て
い
た
時

に
担
任
さ
れ
た
生
徒

さ
ん
た
ち
か
ら
の
贈

り
物
と
の
こ
と
。
先

生
と
の
温
か
い
つ
な

が
り
を
垣
間
見
た
思

い
で
し
た
。

　

地
域
の
期
待
と
願

い
が
結
集
さ
れ
た
新

校
舎
に
初
め
て
入
り
、

木
の
温
も
り
と
廊
下

の
広
さ
・
空
間
の
明
る
さ
を
目

の
当
た
り
に
し
た
時
、
驚
き
と

感
動
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
歌
声
」「
挨
拶
」「
清

掃
」
を
伝
統
と
し
て
、
素
晴
ら

し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
学
校

と
の
印
象
を
強
く
持
た
れ
た
様

子
。
特
に
、「
挨
拶
」
に
つ
い

て
は
、
行
き
会
う
生
徒
ど
の
生

徒
か
ら
も
、
あ
ら
ゆ
る
所
で
時

間
を
問
わ
ず
、
校
舎
に
さ
わ
や

か
な
挨
拶
が
響
き
、
う
れ
し
い

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
た
よ
う

で
す
。
そ
し
て
、こ
の
こ
と
は
、

校
内
だ
け
で
な
く
地
域
の
中
で

も
、
修
学
旅
行
先
で
の
生
徒
の

姿
に
も
見
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も

大
事
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
だ

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
ご
専
門
は
社
会
科
で

す
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
県
下

の
道
徳
教
育
の
推
進
と
充
実
に
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ������������������������������������
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二

大
沢　
　

昭

小
平　

国
俊

竹
内　

利
充

中
澤　

久
美

寺
澤　

和
夫

片
桐　

宏
彬

小
平　

純
一

小
平　

国
俊

桃
沢　

一
男

主　
　
　

事

酒
井
百
合
子

木
下　
　

正

滝　
　

茂
樹

上
沼　
　

寛

林　
　

増
美

久
保
田
元
美

新
井　

千
道

壬
生　

豊
彦

古
林　

智
也

古
林　

英
博

宮
沢　

鎮
男

熊
谷　

辰
生

岩
崎　
　

修

岡
田　
　

修

中
村　

正
憲

龍
口　
　

茂

大
野　

孝
典

佐
々
木
政
美

寺
澤　

好
康

福
澤　

富
弘

林　
　

勝
幸

龍
口　
　

茂

坂
下　

弘
行

教　

養　

部

○
宮
嶋
貴
美
江

北
沢　

直
子

三
村　

泰
子

松
原
み
ゆ
き

杉
本　

久
美

大
島　

春
美

吉
川　
　

昭

◎
原
田　
　

悟

宮
島　

知
子

青
嶋　

雄
三

佐
々
木　

純

○
垣
屋　

正
義

佐
藤　

吉
徳

本
島　

伸
二

安
藤　

浩
二

小
平　

茂
子

寺
澤　
　

悟

龍
口　
　

健

小
平　

千
保

城
子　

正
登

小
平　

清
晴

視 

聴 

覚 

部

鈴
村　

初
枝

池
野　
　

学

原　
　

常
夫

林　
　

禎
也

壬
生　

芳
照

岩
崎　
　

進

松
川　

武
志

中
塚　
　

浩

木
下　

倫
信

岩
崎　

泰
良

島
岡　

広
明

羽
生　

洋
子

河
合　

一
義

野
沢　
　

稔

安
藤　

則
雄

佐
々
木
博
明

折
井　

浩
幸

小
平　
　

満

小
平　

厚
夫

寺
沢　

大
介

城
子　

幸
雄

木
村　

伸
吾

橋
都　
　

保

佐
々
木
茂
登

林　
　

勝
朗

古
木　

英
男

編　

集　

部

富
田　

久
恵

中
塚
加
代
子

平
澤　
　

滋

○
服
部　

美
樹

小
川　

俊
直

岡
村　

豊
澄

松
長　

輝
幸

◎
小
川　

康
博

中
塚　

文
昭

森
戸　

秀
樹

吉
川　

誠
一

佐
々
木
宣
之

横
井
み
つ
子

宮
下　

直
樹

清
水　

恭
子

佐
々
木　

誉

寺
澤　

宏
昭

中
平　

俊
行

小
平　

春
江

○
三
島　

基
宜

岩
�　
　

徹

北
原　

伸
子

体　

育　

部

熊
谷　

豊
治

北
沢　

武
志

池
田　

素
啓

牧
内　

悦
子

清
水　
　

衆

三
浦　

恵
子

林　
　

栄
作

宮
嶋　

則
幸

○
小
川　

明
宏

　

竹
村　
　

進

湯
沢　

健
彦

甕　
　

富
夫

木
村　

壮
一

北
原　

浩
和

中
塚　

幹
夫

今
村　

拓
也

中
塚　

広
司

松
下　

弘
之

○
宮
嶋　

峰
人

　

原　
　

雅
也

竹
内　

章
博

木
村　
　

勲

田
切　

浩
一

市
沢　
　

力

佐
藤　

仁
志

青
山　

武
司

仲
平　
　

誠

宮
下　

雅
光

　

三
石　
　

裕

○
壬
生　

照
玄

木
下　
　

健

三
井　

賢
明

下
平　
　

勤

寺
沢　

優
作

中
平　

秀
臣

奥
田　

剛
志

河
合　

隆
俊

小
平　

澄
夫

◎
長
谷
部
茂
好

　

平
沢　

正
仁

合
津　

秀
樹

興
津　

忠
弘

平
成　

年
度
公
民
館
組
織
表

２６

◎
は
部
長

○
は
副
部
長

本館

館
長
・
大
洞　

利
雄

主
事
・
宮
下　
　

誠
・
木
村　

紘
太

②　

　

４
月　

日
に
松
本
市
の
松
本

２９

平
広
域
公
園
陸
上
競
技
場
を
発

着
と
し
て
、
第　

回
長
野
県
市

２４

町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
と
、

第　

回
市
町
村

１０
対
抗
小
学
生
駅

伝
競
走
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
を
乗
せ

た
バ
ス
は
、
中

央
公
民
館
を
午

前
５
時
に
出
発

し
ま
し
た
。
午

前
８
時
か
ら
開

会
式
が
行
わ
れ
、

一
般
の
部
は
午

前
９
時
に
陸
上

競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

今
回
一
般
の

部
は
、
中
学
生
と
高
校
生
を
主

体
と
し
た
チ
ー
ム
で
、
中
学
生

女
子
男
子
、
一
般
女
子
男
子
で

構
成
さ
れ
、
８
区
間
、　

・
５

３８

４
５
�
の
コ
ー
ス
を
タ
ス
キ
で

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
て
い

る
小
学
生
の
部
は
１
チ
ー
ム
が

４
名
で
構
成
さ
れ
、
午
前
９
時

　

分
に
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー

４５ト
し
て
、
４
区
間
６
�
を
タ
ス

キ
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
雨
交
じ
り
で
天
候

を
心
配
し
ま
し
た
が
、
高
森
町

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
柿
丸
君
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

着
用
し
て
、
選
手
の
皆
さ
ん
は

高
森
町
の
代
表
と
し
て
大
健
闘

さ
れ
ま
し
た
。

〈
一　

般
〉

１
区　

小
池　

碧
桜

２
区　

松
�　

健
悟

３
区　

安
藤　

有
史

４
区　

岩
崎　

一
徹

５
区　

藤
岡　

緩
奈

６
区　

熊
谷　
　

駿

７
区　

大
場　

悠
暉

８
区　

西
尾　

章
広

補
欠　

本
多　

俊
平

　
　
　

伊
奈
川
紗
映

　
　
　

宮
内　

斗
輝

〈
小
学
生
〉

１
区　

花
井　
　

静

２
区　

内
垣　

光
汰

３
区　

宮
内　

笑
夢

４
区　

片
桐　

蒼
太

力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
経
営
の
上
で
重
点
に
し

た
い
こ
と
は
、
生
徒
も
教
職

員
も
人
権
感
覚
を
磨
く
こ
と

で
、
そ
の
た
め
に
は
、
道
徳

教
育
や
人
権
教
育
を
充
実
に

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
、

熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
お
生
ま
れ
は
長
野

市
で
す
が
、
初
任
地
が
下
伊

那
だ
っ
た
こ
と
も
一
因
で
、

山
本
に
居
を
構
え
て
お
ら
れ

ま
す
。
同
僚
か
ら
は
、
ず
っ

と「
庄
ち
ゃ
ん
」と
、
親
し
み

を
込
め
て
呼
ば
れ
て
き
た
先

生
。
お
会
い
し
た
時
も
、
柔

ら
か
な
笑
顔
と
豊
か
な
表
情

で
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

高
森
中
学
校
の
生
徒
や
先
生

方
を
大
き
く
包
み
込
ん
で
、

導
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
る
も

の
と
、ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

参 
加 
選 
手

　

結
果
は
、
一
般
の
部
は
、　

５４

チ
ー
ム
中　

位
、小
学
生
の
部
は
、

３４

　

チ
ー
ム
中　

位
で
し
た
。

６１

５１

歓声の中タスキをつなぐ
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今
回
も
前
号
に
続
い
て
「
カ
ラ
ス
」
で

す
。
私
は
大
小
の
石
が
並
ぶ
天
竜
河
原
で
、

高
く
舞
い
上
が
っ
て
は
地
面
に
急
降
下
す

る
カ
ラ
ス
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
双
眼
鏡
で
観
察

し
て
み
る
と
そ
の
意
味
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
見
つ
け
た
ク
ル
ミ
を
く

わ
え
て
舞
い
上
が
り
、　

メ
ー

５０

ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
に
達
す
る
と
、

く
わ
え
て
い
た
ク
ル
ミ
を
落
と

し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
ク
ル

ミ
の
落
ち
た
場
所
へ
急
降
下
し

て
、
石
に
当
た
っ
た
衝
撃
で
殻

が
割
れ
た
ク
ル
ミ
の
実
を
食
べ

て
い
る
の
で
す
。
割
れ
な
か
っ

た
場
合
は
そ
の
行
動
を
何
度
も

繰
り
返
し
ま
す
。
こ
れ
は
美
味

し
い
ク
ル
ミ
の
実
を
食
べ
る
た

め
に
、
上
空
か
ら
落
と
し
て
石

に
当
て
れ
ば
固
い
殻
を
割
る
こ

と
が
出
来
る
こ
と
を
学
習
し
た

カ
ラ
ス
の
技
な
の
で
し
ょ
う
。

　

冬
の
夕
方
、
上
空
を
「
カ
ー

カ
ー
」
と
鳴
き
な
が
ら
、
た
く

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ����������������������

さ
ん
の
カ
ラ
ス
が
同
じ
方
向
へ

飛
ん
で
い
く
情
景
を
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
カ
ラ
ス
に

は
夜
、
周
辺
の
仲
間
で
集
ま
っ

て
眠
る
習
性（
集
団
ね
ぐ
ら
）が

あ
る
の
で
、
夕
方
に
な
る
と
各

場
所
か
ら
ね
ぐ
ら
へ
向
か
っ
て

飛
ぶ
の
で
す
。
秋
や
冬
に
は
成

鳥
や
幼
鳥
が
一
緒
に
な
っ
て
１

０
０
０
羽
以
上
の
ね
ぐ
ら
を
作

り
ま
す
が
、
春
か
ら
夏
は
若
鳥

た
ち
だ
け
で
小
さ
な
群
を
作
っ

て
眠
り
ま
す
。
最
近
で
は
松
川

町
の
古
町
や
飯
田
市
の
桜
町
付

近
の
竹
藪
な
ど
に
集
ま
る
ね
ぐ

ら
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
藪
の
鳥
）

意外と知られていない習性をもつカラス

　

４
月　

日
、
上
市
田
区
グ
ラ

２７

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
天
伯
グ

ラ
ン
ド
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　

午
前
９
時
か
ら
行
わ
れ
た
開

会
式
で
は
、
寺
澤
区
長
よ
り

ん
で
プ
レ
ー
し
て
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
入
賞
し
た
組
合
よ
り

ト
ロ
フ
ィ
ー
返
還
が
あ
り
、
選

手
宣
誓
、
ル
ー
ル
説
明
後
、
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
組
合
ご
と

に
分
か
れ
全　

コ
ー
ス
を
声
を

２０

掛
け
合
い
な
が
ら
ゲ
ー
ト
に
向

か
い
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
の
扱
い

が
思
い
ど
お
り
に
い
か
ず
戸
惑

う
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
ル
ー
ル
に
の
っ

と
り
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
全
コ
ー
ス
終
了
後
、ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
の
景
品
獲
得
コ
ー

ナ
ー
で
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。
今
大
会
を
振
り

返
り
、
筒
井
体
育
部
長
は
「
２

年
任
期
の
初
陣
、
分
館
長
は
じ

め
役
員
の
力
を
も
ら
い
行
事
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
区

民
の
笑
顔
を
見
て
や
り
が
い
を

感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

５
月
３
日
、
高
森
町
カ
ラ
オ

ケ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
主
催
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
踊
発
表
会
が

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、

約
３
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
会
長
の
岡
村
義
治

さ
ん
よ
り
「
各
団
体
の
後
援
が

あ
っ
て
開
催
で
き
る
。
ま
た
、

皆
様
の
聞
き
上
手
に
も
感
謝
し

て
い
る
。
集
ま
っ
た
募
金
は
皆

様
の
お
心
を
大
事
に
し
て
寄
付

を
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は
温

か
い
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

今
年　

回
目
と
な
る
こ
の
会

１２

は
歌
だ
け
で
は
な
く
、
舞
踊
や

詩
吟
、
二
胡
や
コ
カ
リ
ナ
の
演

奏
、
参
加
者
全
員
の
歌
な
ど
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
工
夫
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
発
表
会
に
あ
た
り
、

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
は
１
月
か

ら
準
備
を
始
め
、
ス
テ
ー
ジ
の

飾
り
作
り
、
照
明
、
ビ
デ
オ
撮

影
、
受
付
な
ど
全
て
自
分
た
ち

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

発
表
会
に
出
場
す
る
順
番
は
今

ま
で
の
を
参
考
に
し
て
平
等
に

な
る
よ
う
に
決
め
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

毎
年
出
場
し
て
い
る
下
市
田

の
女
性
は
歌
い
終
え
た
後
、ほ
っ

と
し
た
表
情
で
「
今
日
の
出
来

は　

点
く
ら
い
。
ま
だ
出
番
が

８０
あ
る
の
で
頑
張
り
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
参
加
費

な
ど
は
全
て
町
の
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

図
書
館
が
好
き
！

　

全
国
を
め
ぐ
っ
て
図
書
館
を
撮
影
す
る

漆
原
宏
さ
ん
の
写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た

　

５
月
は
図
書
館
振
興
の
月
で
す
。
こ
の
間
、
ロ
ビ
ー
と
館
内
に

は
、　

年
間
に
わ
た
っ
て
全
国
の
図
書
館
を
撮
り
続
け
て
い
る
写

３８

真
家
、
漆
原
さ
ん
の　

枚
の
写
真
を
展
示
し
、
他
の
自
治
体
の
図

６７

書
館
利
用
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

漆
原
さ
ん
は
「
図
書
館
利
用

を
生
活
化
し
よ
う　

図
書
館
は
、

本
質
的
・
構
造
的
に
民
主
主
義

を
志
向
し
ま
す
。」
と
い
う
資

料
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。
･
･
･
･
図
書
館

は
、
生
き
が
い
あ
る
暮
ら
し
を

営
む
た
め
に
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
は
時
空
を
越
え
て
世

界
の
人
々
と
出
会
い
、
資
料
を

媒
体
に
人
と
人
と
が
集
会
室
で

集
い
、
明
日
へ
の
知
恵
と
英
気

を
養
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

図
書
館
は
暮
ら
し
や
仕
事
に

助
言
や
着
想
を
引
き
出
す
事
が

出
来
ま
す
。
人
と
し
て
の
在
り

方
や
生
き
方
を
資
料
と
対
話
し

な
が
ら
探
し
、確
認
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
趣
味
や
娯
楽
を
憩
え

る
オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
苦
労
や

悩
み
悲
し
み
や
挫
折
を
癒
し
、

明
日
へ
の
元
気
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
･
･
･
･

　

図
書
館
を
暮
ら
し
の
中
に
根

付
か
せ
よ
う
と
い
う
熱
心
な
思

い
が
伝
わ
り
ま
す
。

ま
わ
っ
て
、
撮
影
を
さ
れ
る
そ

う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
図
書
館
に
い
ら
し
た
ら
、

是
非
と
も
写
真
取
材
を
う
け
て

く
だ
さ
い
。
良
い
写
真
が
撮
れ

る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

写
真
展
は
５
月
末
か
ら
６
、

７
月
中
に
阿
智
村
、
飯
田
市
、

南
木
曽
町
を
巡
回
す
る
予
定
で

す
。

未来につなごう日本の歌を
チャリティー歌踊発表会

ソプラノの声が響き渡って

五月晴れの中、和気あいあいと

「
連
休
初
日
の
日
曜

日
、
公
民
館
初
事
業

を
晴
天
の
下
で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
楽
し

　

こ
の
展
示
を
機
に
漆
原
さ
ん

は
飯
田
・
下
伊
那
の
図
書
館
を

６
月　

日（
金
）に
は

２７
高
森
町
へ
も
来
館図書館雑誌のグラビア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
の
開
催

本
の
魅
力
を
伝
え
る
読
み
聞
か
せ

日
本
子
ど
も
の
本
研
究
会
理
事　

代
田
知
子
さ
ん

　

５
月　

日（
日
）、
読
み
聞
か

２５

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
代
田
さ
ん
は
埼
玉
県

三
芳
町
立
図
書
館
副
館
長
で
、

豊
丘
村
出
身
の
児
童
文
学
者
・

代
田
昇
氏
を
父
に
持
ち
、
絵
本

な
ど
の
児
童
文
学
の
多
様
な
資

料
の
中
で
育
ち
、
絵
本
の
研
究

や
評
論
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
講

演
は
「
番
ね
ず
み
の
ヤ
カ
ち
ゃ

ん
」
の
語
り
や
、
わ
ら
べ
う
た

な
ど
を
交
え
た
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
、
本
の
魅
力
を
丁
寧

に
伝
え
ら
れ
、参
加
さ
れ
た
方
々

は
活
動
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
に
熱
心
に
聴
き
、
質
問
も
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
、
夏
の
夜
間
開
館

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

６
〜
８
月
中
の
金
曜
日
は

夜
９
時
ま
で
の
開
館
延
長

を
し
、
長
野
県
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
課
が
行
う
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

図
書
館
を
登
録
し
ま
す
。

　

施
設
の
活
用
に
よ
り
地

域
や
家
庭
で
節
電
の
意
識

を
持
ち
つ
つ
夏
の
暑
さ
を

乗
り
切
ろ
う
と
い
う
企
画

で
す
。
あ
わ
せ
て
行
事
も

計
画
さ
れ
ま
す
。
涼
し
い

図
書
館
を
、
ご
家
族
、
ご

近
所
、
お
友
だ
ち
お
誘
い

合
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ク
ー
ル
シ
ェ
ア

ス
ポ
ッ
ト
登
録

　

＆　

サ
マ
ー
タ
イ
ムの

実
施

金
曜
夜
は

９
時
ま
で
開
館
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地
球
温
暖
化
異
論

�

④　

　

「
地
球
の
歴
史
で
は
氷
期
と
間

氷
期
が
あ
っ
た
。
温
暖
化
は
人

間
が
化
石
燃
料
を
使
っ
た
た
め

で
は
な
い
。」
と
い
う
人
達
が

い
ま
す
。
地
球
の
歴
史
で
は　
８０

〜　

万
年
前
か
ら
ほ
ぼ　

万
年

９０

１０

周
期
で
氷
期
、
間
氷
期
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ラ
ン
コ

ビ
ッ
チ
サ
イ
ク
ル
と
い
い
、
地

球
は
他
の
惑
星
か
ら
の
重
力
の

影
響
も
受
け
て
い
ま
す
の
で
、

１
、
地
球
の
自
転
軸
の
傾
き
の

変
化（ 
現
在
は　

・
４
度
で
す
が
、

２３

　

・
１
度
か
ら　

・
５
度
の
間
を

２２

２４

変
化
す
る
。
日
射
量
の
変
化
が

生
ず
る
）
２
、
地
球
の
自
転
軸

の
歳
差
運
動
（
地
球
の
自
転
軸

は
コ
マ
の
首
振
り
運
動
と
同
じ

挙
動
を
示
す
）
３
、
地
球
の
公

転
軌
道
の
変
化
（
離
心
率
の
変

化
が
日
射
量
の
変
化
を
）
が
寒

暖
の
変
化
を
起
こ
す
の
で
す
。
し

か
し
、
最
終
氷
期
か
ら
間
氷
期

に
移
行
す
る
際
の
温
度
上
昇
は
、

１
万
年
で
４
℃
〜
７
℃
で
す
が
、

現
在
は
そ
の　

倍
以
上
で
加
速

１０

し
て
い
て
、
地
球
史
上
で
は
異

質
の
温
暖
化
で
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｃ

で
は
、
１
、
地
球
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー　

２
、
人
工
衛
星
い
ぶ
き

〔
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
の
濃
度

を
宇
宙
か
ら
観
測
〕
３
、
太
陽

観
測
衛
星
ひ
の
で
４
、
氷
床
コ

ア
〔
南
極
の
氷
床
深
く
３
０
０

０
ｍ
か
ら
得
ら
れ
た
過
去　

万
７２

年
の
記
録
〕
な
ど
の
観
測
技
術

の
革
新
で
「
人
間
の
活
動
が
気

候
変
動
の
原
因
で
あ
る
」
と
一

致
し
て
い
ま
す
。
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
が
加
速
し
て
対
策

が
急
務
な
折
に
、
科
学
的
思
考

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

結
婚
式
の
日
も
雨
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

皆
さ
ん
が
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
、
笑
い
の

あ
る
楽
し
い
披
露
宴
だ
っ
た
様
で
す
。
お

二
人
の
趣
味
は
、
晋
也
さ
ん
は
、
野
球
、

侑
加
里
さ
ん
は
、
バ
レ
ー
で
、
休
み
の
日

は
お
互
い
の
ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
、

試
合
の
時
は
応
援
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
結
婚
し
て
変
わ
っ
た

事
を
お
聞
き
す
る
と
、
前
よ
り

笑
顔
が
絶
え
な
く
な
っ
て
、
思

い
や
り
を
も
っ
て
生
活
し
て
い

る
と
の
事
。

　

将
来
の
夢
は
、
夫
婦
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
に
行
き
、
世
界
遺

産
を
見
る
事
だ
そ
う
で
す
。

　

家
族
揃
っ
て
の
旅
行
も
い
い

け
れ
ど
、
た
ま
に
は
二
人
だ
け
で
デ
ー
ト

し
て
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
夫
婦
で
い
た
い

と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

お
二
人
で
明
る
い
家
庭
を
築
か
れ
末
永

く
お
幸
せ
に
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
新
婚
さ

ん
は
小
平
晋
也
さ
ん
、
侑
加

里
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。
晋
也

さ
ん
は
駒
場
、
侑
加
里
さ
ん

は
喬
木
村
の
ご
出
身
で
す
。

お
二
人
は
同
じ
職
場
に

同
期
で
入
ら
れ
て
知
り

合
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

お
互
い
の
印
象
は
、
晋

也
さ
ん
は
、
侑
加
里
さ

ん
を
職
場
の
ラ
イ
バ
ル

だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
同
時
に
笑
顔
が
素
敵
な
人
だ
な

あ
と
憧
れ
も
抱
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

一
方
侑
加
里
さ
ん
は
、
怖
く
て
協
調

性
の
な
い
人
、
た
だ
勇
気
を
出
し
て

話
し
て
み
る
と
、
楽
し
く
て
い
つ
の
ま
に

か
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
お
付

き
合
い
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
晋
也
さ
ん

は
、
思
い
や
り
が
あ
り
、
優
し
く
、
好
き

な
所
は
、
天
然
、
素
直
で
真
っ
直
ぐ
、
笑

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

顔
、
貯
金
が
趣
味
、
そ
ん
な
侑
加
里
さ
ん

に
惹
か
れ
、
結
婚
を
決
め
た
理
由
は
理
想

の
女
性
だ
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
侑
加

里
さ
ん
は
、
い
つ
も
優
し
く
、
お
も
し
ろ

く
、
あ
き
ら
め
な
い
、
他
人
に
気
配
り
が

で
き
、
常
に
オ
シ
ャ
レ
な
晋
也
さ
ん
が
自

慢
だ
そ
う
で
す
。
デ
ー
ト
で
い
ろ
い
ろ
な

所
へ
行
か
れ
た
そ
う
で
す
が
、
よ
く
雨
に

降
ら
れ
た
と
お
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
も
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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������������������������������

　

夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
の
開
会
式
が
、
５
月
９
日
木

曜
日
に
高
森
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夜
風
が
強
く
肌
寒
い
中
、　

１５

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
中
平
会
長
か

ら
「
夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
作
り

の
基
本
と
な
る
適
度
な
運
動
が

ん
。」
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
更
な

る
発
展
を
期
待
す
る
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
年
度
リ
ー
グ
優
勝
の
追
分

チ
ー
ム
か
ら
優
勝
旗
と
、
準
優

勝
の
大
島
山
チ
ー
ム
か
ら
準
優

勝
カ
ッ
プ
の
返
還
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
下
４
チ
ー
ム

の
林
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
、
審
判
講
習

会
が
行
わ
れ
様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
の
ル
ー
ル
が
問
題
形

式
で
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、　

チ
ー
ム
総
当

１５

た
り
戦
で
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
ま

す
。
私
も
、
夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
参
加
し
、
３
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

親
睦
も
深
ま
り
、
非
常
に
楽
し

く
プ
レ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
野
球
好
き
の
方
は

勿
論
、
そ
う
で
な
い
方
も
是
非

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

に
迎
え
「
健
康
を
維
持
す
る
歩

き
方
」
と
題
し
、
講
演
と
実
技

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
参
加

者
は
、　

名
余
り
で
、
大
半
が

２０

女
性
の
方
々
で
、
健
康
に
積
極

的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。
女
性
の
皆
さ
ん

が
長
生
き
出
来
る
の
は
、
日
頃

の
健
康
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

も
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い

審判講習会

　

高
森
町
役
場
、
健
康
福
祉
課

主
催
の
健
康
教
室
が
５
月　

日
１７

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
今

か
ら
始
め
よ
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

講
座
で
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

競
歩
選
手
・
現
在
、
健
康
運
動

士
で
あ
る
酒
井
浩
文
氏
を
講
師

　　 晋 　 也 
しん や

小平　　　夫妻（駒場）
　　 侑  加  里 

ゆ か り

で
き
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交

流
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
出
来

る
。」と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来

賓
の
熊
谷
町
長

か
ら
「
高
森
中

学
校
の
照
明
が

少
し
暗
い
の
で
、

照
明
の
更
新
を

申
請
中
で
あ

り
、
今
シ
ー
ズ

ン
に
間
に
合
う

か
も
知
れ
ま
せ

か
と
実
感
い
た
し
ま
し

た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
２
点

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、

正
し
い
姿
勢
と
腕
を
後

ろ
に
引
き
上
半
身
と
下

半
身
を
連
動
し
て
有
効

に
使
う
こ
と
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
運
動
の
前
の
ス

ト
レ
ッ
チ
も
重
要
で
あ

り
、
体
の
筋
肉
の
質
を

良
く
す
る
効
果
が
あ
る

よ
う
で
す
。

　

講
演
の
後
、
正
し
い

歩
き
方
の
実
技
と
、ポ
ー

ル
を
使
用
し
た
ノ
ル
デ
ィ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
を
受

け
、
５
月
晴
れ
の
屋
外
で
、
３

�
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
講
義
内
容
を

意
識
し
な
が
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
も
実
践
し
ま
し

た
。

　

次
回
は
、
６
月　

日
に
開
催

２１

で
す
。
参
加
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。
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今から始めようウォーキング今から始めようウォーキング
 健 康 教 室 
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三
味
線
教
室

三
味
線
教
室（
竜
口
分
館
）

（
竜
口
分
館
）

　

龍
の
里
会
館
の
一
室
か
ら
、

民
謡
を
演
奏
す
る
、
あ
の
独
特

の
三
味
線
の
音
と
唄
が
快
く
響

い
て
き
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
方

が
、
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
見
事
な
撥
捌
き
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
夜
は
、
竜
口

分
館
の
「
三
味
線
教
室
」
の
練

習
日
で
し
た
。

　

「
民
謡
を
や
っ
て
い
た
の
で
」

「
昔
か
ら
馴
染
み
が
あ
る
楽
器

だ
け
れ
ど
、
身
近
に
学
ぶ
機
会

が
な
か
っ
た
の
で
」「
三
味
線

の
深
み
の
あ
る
音
色
に
魅
せ
ら

れ
て
」
な
ど
の
動
機
か
ら
声
を

掛
け
合
っ
て
、　

年
ほ
ど
前
に
、

１５

教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。
三
味

線
は
、
弾
く
人
の
心
情
が
微
妙

な
音
に
表
れ
、
味
わ
い
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
館
の
「
納
涼
祭
」
や
「
ふ

れ
あ
い
祭
り
」に
出
演
し
た
り
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
出
掛
け
た
り
し
て
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
民
謡
を
中
心
に
や
っ

て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
童
謡
な

ど
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
り
、
や
が
て
は
、
い

ろ
ん
な
楽
器
と
一
緒
に
演
奏
し

た
り
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
。「
三
味
線
や

民
謡
は
、
取
っ

付
き
に
く
い
難

し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

一
緒
に
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

是
非
様
子
を
ご

覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
活
動

日
は
、
毎
月
第

ご一緒にやってみませんか

２
・
４
火
曜
日
の
午
後
７
時　
３０

分
か
ら
で
す
。

初めてのノルディックウォーキング


